
原
⼦
⼒
市
⺠
委
員
会
（
C
C
N
E
）
緊
急
院
内
集
会

「
G
X
推
進
法
案
」
を
国
会
で
通
し
て
は
な
ら
な
い

―
―
新
た
な
国
⺠
へ
の
ツ
ケ
回
し
と
な
る
法
案
の
徹
底
検
証

今
期
国
会
に
か
け
ら
れ
る
G
X
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
関
連
の
法
案
の
う
ち
、
「
G
X

推
進
法
案
（
脱
炭
素
成
⻑
型
経
済
構
造
へ
の
円
滑
な
移
⾏
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
）
」
の
衆
議
院
で
の
審
議
が

は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
早
い
場
合
に
は
、
来
週
（
2
0
日
の
週
）
に
も
衆
議
院
経
済
産
業
委
員
会
で
可
決
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

G
X
推
進
法
案
は
、
政
府
が
定
め
た
原
発
推
進
を
含
む
「
Ｇ
Ｘ
推
進
戦
略
」
に
官
⺠
の
投
資
を
集
中
さ
せ
る
内

容
で
、
「
G
X
経
済
移
⾏
債
」
の
発
⾏
や
「
G
X
推
進
機
構
」
の
設
⽴
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
何
を
G
X

に
含
め
る
の
か
は
、
経
済
産
業
省
が
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
移
⾏
債
の
使
い
道
や
推
進
機
構
の
資
⾦
の
流
れ

は
き
わ
め
て
不
明
瞭
で
す
。
ひ
と
た
び
こ
の
よ
う
な
法
案
が
と
お
れ
ば
、
国
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
か
な
い
ま

ま
、
国
⺠
の
税
⾦
が
不
適
切
な
施
策
に
投
じ
ら
れ
、
将
来
へ
の
あ
ら
た
な
ツ
ケ
回
し
と
さ
れ
る
構
造
が
で
き
か
ね

ま
せ
ん
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
の
目
的
で
あ
る
電
⼒
の
安
定
供
給
の
確
保
や
脱
炭
素
の
効
果
に
乏
し
い
こ
と
な
ど
、
多
く
の

懸
念
・
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
法
案
を
通
す
こ
と
は
、
将
来
に
禍
根
を
残
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
急
な
呼
び
か
け
で
は
あ
り
ま

す
が
、
法
案
の
問
題
を
徹
底
検
証
す
る
院
内
集
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

日
時
︓
2
0
2
3
年
3
月
2
0
日
（
月
）
1
4
:3
0
〜
1
6
:3
0

場
所
︓
衆
議
院
第
⼀
議
員
会
館
国
際
会
議
場

（
1
4
:1
5
〜
1
4
:4
5
ま
で
、
ロ
ビ
ー
入
り
口
に
て
入
館
証
を
配
布
し
ま
す
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ご
参
加
の
場
合
は
、
以
下
か
ら
ご
登
録
く
だ
さ
い
。
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q

（
※
緊
急
企
画
の
た
め
、
視
聴
に
問
題
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

登
壇
者
（
予
定
）
︓

大
島

堅
⼀
（
⿓
⾕
⼤
学
政
策
学
部
教
授
、
原
⼦
⼒
市
⺠
委
員
会
座
⻑
）

松
久
保

肇
（
原
⼦
⼒
資
料
情
報
室
事
務
局
⻑
、
経
産
省
・
原
⼦
⼒
⼩
委
員
会
委
員
）

明
⽇
⾹
壽
川
（
東
北
⼤
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
・
同
⼤
学
院
環
境
科
学
研
究
科
教
授
）

満
田
夏
花
（
国
際
環
境
N
G
O
F
o
E
Ja
p
a
n
事
務
局
⻑
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

第
⼀
部
︓
「
G
X
推
進
法
案
」
の
徹
底
検
証
・
解
説
（
1
4
:3
0
〜
1
5
:3
0
）

第
⼆
部
︓
会
場
で
の
質
疑
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
1
5
:3
0
〜
1
6
:3
0
）

主
催
︓
原
⼦
⼒
市
⺠
委
員
会
（
C
C
N
E
）
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w
w
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2
0
2
3
年
3
月
2
0
日

 

国
際
環
境
N
G
O
 F
o
E
 Ja
p
a
n

 

満
田
夏
花

 

 

G
X
推
進
法
案
を
通
し
て
は
な
ら
な
い
５
つ
の
理
由

 

 

１
．
原
子
力
産
業
を
長
期
に
わ
た
り
官
民
資
金
で
支
援
す
る

 

 
政
府
が
す
で
に
閣
議
決
定
し
て
い
る
G
X
基
本
方
針
に
は
、原
発
の
着
実
な
再
稼
働
や
そ
の
た
め
の
理
解
醸
成
、

次
世
代
革
新
炉
の
開
発
  
開
発
建
設
、
人
材
育
成
、
事
業
環
境
整
備
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
促
進
な
ど
が
含
ま

れ
る

 

 
「
G
X
推
進
法
案
」
は
こ
の
G
X
基
本
方
針
を
実
現
す
る
た
め
の
法
案

 

 
「
G
X
脱
炭
素
電
源
法
案
  
※
）」
と
車
の
両
輪
。
長
期
に
わ
た
っ
て
原
子
力
産
業
を
国
が
支
援
し
続
け
る
こ
と

に
な
る
。

 

 
官
民
の
資
金
を
原
子
力
産
業
に
投
じ
る
こ
と
を
正
当
化
す
る

 

 
※
）
原
子
力
基
本
法
、
原
子
炉
等
規
制
法
、
電
気
事
業
法
、
再
処
理
法
、
再
エ
ネ
特
措
法
の
改
正
案
５
つ
を
束

ね
た
も
の

 

２
．
経
済
産
業
省
へ
の
白
紙
委
任

 

 
第
６
条
で
、「
政
府
は
G
X
推
進
戦
略
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
経
済
産
業
省
が
案
を
作
成

し
、
閣
議
決
定
す
る
。

 

 
2
0
兆
円
規
模
の
 「
G
X
経
済
移
行
債
」
の
発
行
、「
G
X
推
進
機
構
」
に
よ
る
金
融
支
援
や
債
務
保
証
な
ど
に
よ

り
、
1
5
0
兆
円
規
模
の
官
民
の
G
X
投
資
を
生
み
出
す
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
資
金
の
投
資
先
は
、

こ
の
「
G
X
推
進
戦
略
」
に
基
づ
き
、
決
め
ら
れ
る
。

 

 
「
G
X
推
進
機
構
」
は
経
済
産
業
大
臣
の
認
可
法
人
。
業
務
計
画
、
財
務
 
会
計
な
ど
は
、「
経
済
産
業
省
令
」

に
よ
っ
て
定
め
る
と
し
て
い
る
。

 

 
「
こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
事
項
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め

る
」 
第
7
4
条
）

 

３
．
脱
炭
素
基
準
、
環
境
・
人
権
配
慮
基
準
の
不
在

 

 
閣
議
決
定
さ
れ
た
G
X
基
本
方
針
は
、
グ
レ
ー
 
ま
た
は
ブ
ラ
ウ
ン
、
ブ
ラ
ッ
ク
）
水
素
 
ア
ン
モ
ニ
ア
利
用

は
化
石
燃
料
消
費
量
を
増
や
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
増
大
を
も
た
ら
す
内
容
。

 

 
脱
炭
素
、
環
境
人
権
配
慮
の
基
準
が
な
い
。

 

４
．
排
出
者
を
利
す
る

 

 
現
段
階
で
大
量
の
炭
素
排
出
を
行
っ
て
い
る
企
業
を
利
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

 

５
．
資
金
の
流
れ
が
不
透
明
、
監
視
、
検
証
が
で
き
な
い

 

 
「
G
X
債
」
に
よ
る
資
金
の
使
途
、「
G
X
推
進
機
構
」
に
流
れ
こ
む
資
金
の
流
れ
が
不
透
明
。
国
会
に
よ
る
監

視
、
検
証
が
で
き
な
い
。

 


